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開室日…月曜日〜土曜日
　　　　　AM8：30〜PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、
　　　　　年末年始、特別整理期間
中央公民館（☎63・3811）

公民館図書室だより

新着図書のご案内

※新着図書は、一人２冊までの貸出となります

みなさんのお越しをお待ちしています!!

☆モノクロの夏に帰る
� （額賀　澪）
　１枚の写真が世界を変え
た。セクシャルマイノリティ
の書店員、保健室登校の女
子中学生、家族にコンプレッ
クスを持つテレビマン・・・。
古い写真に秘められた記憶
が解凍される時、若い彼ら
の心も動き始める。共感と
感涙の物語。

☆修羅奔る夜
� （伊東　潤）
　東京で働く紗栄子に、青
森でねぶた師として活動す
る兄・春馬が病に倒れたと
の知らせが入る。帰郷した
紗栄子は春馬を手伝う決意
を固めるが、ねぶた祭りが
迫る中、春馬は入院してし
まい・・・。

以上、合計１冊！

など、合計３４冊！

一般書

児童書

☆モノクロの夏に帰る� （額賀　澪）

☆修羅奔る夜� （伊東　潤）

●作家刑事毒島の嘲笑�（中山　七里）

●とんこつＱ＆Ａ� （今村　夏子）

●こいごころ� （畠中　恵）

●紅だ！� （桜庭　一樹）

●嫌われ者の矜持� （新堂　冬樹）

●小さき王たち� （堂場　瞬一）

●アナベル・リイ� （小池　真理子）

●殺人者の白い檻� （長岡　弘樹）

●よって件のごとし�（宮部　みゆき）

●どうぶつのわかっていること
　・わかっていないこと��
� （よしもり　ひろすけ）　

出版：中央公論新社 出版：徳間書店

≪おすすめ本≫
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人 権講演会
「人権とは、どこか遠くの話ではなく、
　　　　　　あなたの身近に、心の中に」

講　師　　岩
い わ

 崎
さ き

　順
じゅん

 子
こ

　氏
日　時：令和４年11月11日（金）午後１時30分～
場　所：日高町中央公民館２F大会議室
主　催：日高町人権尊重推進委員会

※入場は無料です。〈プロフィール〉
和歌山県海南市在住
著書「ガンが病気じゃなくなったとき」（青海社）

いのちの講演家として、「いのち・人権・心・子ども・親子・高齢者・生と死・グリーフケア・心の病気・
災害・戦争」について、全国各地で講演されており、これまでの講演回数は1,100回を超える。

【お問い合わせ先】�住民生活課（☎６３・３８００）
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